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結
婚
、移
住
し
て
ガ
ー
ナ
を
生
き
る
日
本
の
女
性
た
ち若

林
チ
ヒ
ロ
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日
本
に
息
づ
く
ア
フ
リ
カ

は
じ
め
に

一
九
八
〇
年
前
後
、
来
日
し
て
就
学
・
就
労
す
る
外
国
人
が
急
増

し
た
。
大
部
分
は
ア
ジ
ア
地
域
出
身
者
で
あ
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
地

域
出
身
者
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。
外
国
人
登
録
者
数
（
法

務
省
在
留
外
国
人
統
計
）
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
は

ア
フ
リ
カ
地
域
す
べ
て
の
国
の
人
を
合
計
し
て
も
数
百
人
単
位
に
し

か
な
ら
な
か
っ
た
が
、現
在
は
一
万
人
を
超
え
て
い
る
。
背
景
に
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
ガ
ー
ナ
と
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
か
ら
来
日
し
て
就
学
・
就
労
す
る
人
々
が
急
激
し
た
こ
と
が
あ

り
、
現
在
で
は
こ
の
西
ア
フ
リ
カ
二
ヵ
国
で
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
地

域
の
外
国
人
登
録
者
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。

か
つ
て
、
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
の
来
日
は
国
費
留
学
や
行
政
関
係

な
ど
で
一
定
期
間
の
み
来
日
す
る
人
に
限
ら
れ
、
生
活
す
る
地
域
も

限
定
し
て
い
た
た
め
、
一
般
の
日
本
人
が
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
で
ア
フ

リ
カ
地
域
出
身
者
に
会
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
現

在
、
彼
ら
は
工
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
日
本
人
と
働
き
、
電
車
や

ス
ー
パ
ー
を
利
用
し
て
地
域
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
日
本
人
と
結
婚

し
二
世
の
子
の
学
校
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
首
都
圏
で
は
一
般
の

日
本
人
が
多
様
な
場
で
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
に
会
う
こ
と
は
珍
し

い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
（
若
林1996

）。

初
期
に
来
日
し
た
人
で
は
四
半
世
紀
が
経
過
し
て
五
〇
歳
前
後
に

な
り
、
将
来
的
な
生
活
の
基
盤
を
ど
こ
に
置
く
か
が
人
生
の
岐
路
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
人
は
今
後
も
続
く
の
で
あ
ろ
う
日
本
で

の
定
住
生
活
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
対
応
し
、
あ
る
人
は
帰
国
し
て
仕

事
や
住
居
な
ど
母
国
で
の
生
活
の
基
盤
を
築
き
直
し
て
い
る
。

定
住
の
選
択
が
可
能
と
な
る
の
は
、
大
部
分
は
日
本
人
女
性
と
結

婚
し
て
正
規
の
滞
在
資
格
を
得
た
人
々
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
末
現

在
の
外
国
人
登
録
者
数
で
み
る
と
、
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
人

は
、
ガ
ー
ナ
人
は
約
一
千
人
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
は
約
一
五
〇
〇
人

強
と
推
定
さ
れ
る
。
結
婚
に
よ
り
、
安
定
し
た
就
労
条
件
や
地
域
生

活
と
な
り
、
妻
の
家
族
や
知
人
な
ど
日
本
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

た
り
、
子
育
て
を
経
験
し
た
り
し
て
、
彼
ら
の
日
本
の
地
域
社
会
で

の
位
置
づ
け
は
多
様
化
し
て
お
り
、
な
か
に
は
日
本
に
帰
化
す
る
人

も
生
じ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
い
つ
か
は
母
国
に
帰
国
し
た
い
と
い
う

希
望
は
あ
る
も
の
の
、
未
成
年
の
子
が
日
本
で
成
長
す
る
な
か
、
当

分
は
帰
国
と
い
う
選
択
が
難
し
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。

一
方
、
近
年
で
は
、
帰
国
組
も
増
え
て
い
る
。
背
景
に
は
、
滞
在

が
長
期
化
す
る
な
か
日
本
で
の
仕
事
や
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
や
、
高
齢
化
を
前
に
母
国
に
戻
り
将
来
の
生
活
の
基
盤
を
築
き

た
い
と
い
っ
た
意
識
が
あ
る
。
帰
国
後
の
ガ
ー
ナ
人
は
、
仕
事
が
な

く
無
職
に
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
が
、
ガ
ー
ナ
経
済
が
全
体
に
上

向
き
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
帰
国
後
の
暮
ら
し
に
も
魅
力
が
出
始
め
て

お
り
、
な
か
に
は
日
本
で
の
貯
蓄
を
元
に
母
国
で
ホ
テ
ル
業
や
中
古

車
業
な
ど
大
き
な
仕
事
を
起
こ
し
て
成
功
し
て
い
る
人
も
い
て
、
か

な
り
多
様
性
を
み
せ
て
い
る
（
若
林 2008

）。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
ガ
ー
ナ
人
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
の
な
か

に
、
夫
の
帰
国
に
伴
っ
て
ガ
ー
ナ
に
移
住
す
る
人
が
出
始
め
た
。
彼

女
ら
は
日
本
で
ガ
ー
ナ
人
と
知
り
合
い
、
し
ば
ら
く
結
婚
生
活
を

送
っ
た
後
、
夫
や
子
と
共
に
ガ
ー
ナ
へ
移
住
し
て
い
る
。
一
九
九
〇

年
代
初
頭
か
ら
少
し
ず
つ
増
え
、
現
在
は
約
三
〇
世
帯
、
一
〇
〇
人

弱
の
日
本
人
女
性
と
そ
の
子
ら
が
ガ
ー
ナ
に
移
住
し
て
暮
ら
し
て
い

る
。本

稿
で
書
い
て
み
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
女
性
に
つ
い

て
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
と
日
本
人
女
性
と
の
結
婚
が
わ

ず
か
四
半
世
紀
ほ
ど
の
間
に
数
千
件
の
単
位
で
生
じ
る
背
景
に
は
、

ど
の
よ
う
な
意
識
や
社
会
が
あ
る
の
か
。
彼
女
ら
が
選
ん
だ
結
婚
や

子
育
て
、
移
住
な
ど
人
生
の
経
験
を
通
し
て
み
る
日
本
人
や
日
本
社

会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
日
本
人
女
性
が
ガ
ー
ナ
人
と
結

婚
し
移
住
す
る
と
い
う
選
択
を
す
る
背
景
や
意
味
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

Ⅰ　

方
法

本
稿
の
記
述
は
、
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
八
年
の
各
一
ヵ
月
間
の

ガ
ー
ナ
共
和
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
実
施

し
て
き
た
日
本
国
内
で
の
聞
き
取
り
や
参
与
観
察
に
基
づ
い
て
い
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る
。
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
は
、
ガ
ー
ナ
へ
の
移
住
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
記
載
し
て
い
る
た
め
、
内
容
も
移
住
者
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。

Ⅱ　

ガ
ー
ナ
人
と
日
本
人
と
の
結
婚

1　

ガ
ー
ナ
人
の
来
日
状
況

日
本
で
暮
ら
す
ア
フ
リ
カ
地
域
お
よ
び
ガ
ー
ナ
出
身
者
の
状
況

を
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
の
状
況
で
概
観
し
て
お
こ
う
。
外

国
人
登
録
は
、
上
陸
か
ら
九
〇
日
以
内
に
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
人
登
録
者
数
に
は
、
観
光
な
ど
の
短
期

間
の
滞
在
者
の
多
く
や
、
査
証
が
切
れ
て
超
過
滞
在
を
し
て
い
る
人

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ガ
ー
ナ
人
の
な
か
に
は
、
超
過
滞
在
の
人
も

少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
た
め
、
日
本
に
暮
ら
す
ガ
ー
ナ
人
の
実

数
は
よ
り
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、
と
く
に
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に

急
増
し
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
末
現
在
で
約
二
一
五
万
人
、
人
口
の

約
一
・
六
九
％
を
占
め
て
い
る
。
人
数
は
八
割
を
ア
ジ
ア
地
域
出
身

者
が
占
め
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
は
二
〇
〇
七
年
末
現
在

一
万
一
四
六
五
人
で
、
外
国
人
全
体
の
〇
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
（
図

１
）。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
の
推
移
を
み
る
と
、
長
い
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図 1　出身地域別外国人登録者数
（資料）法務省「在留外国人統計」（各年版）。

間
数
百
人
で
し
か
な
か
っ
た
の
が
、
一
九
八
二
年
に
一
千
人
を
超

え
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
万
人
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
四
半
世
紀
は

ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
続
け
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
の
値
を
一
〇
〇
と
し
て
み
る
と
、
二
〇
〇
七
年
末
現

在
の
外
国
人
登
録
者
総
数
は
二
七
五
で
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
地
域
は

一
四
四
〇
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
他
地
域
に
比
べ
て
も
っ
と
も
激
し

い
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
２
）。
日
本
に
生
活
す

る
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
は
、
か
つ
て
は
留
学
生
や
研
究
者
、
大
使

館
関
係
者
や
特
定
の
商
用
で
来
日
す
る
人
な
ど
限
ら
れ
た
人
々
が
、

限
ら
れ
た
生
活
圏
の
な
か
で
、
限
ら
れ
た
期
間
の
み
生
活
し
て
い
た

が
、
現
在
で
は
数
だ
け
で
な
く
質
も
多
様
な
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者

が
広
く
日
本
人
と
地
域
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
ア
フ
リ
カ
の
な
か
を
国
籍
別
に
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
代

初
頭
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
地
域
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
エ
ジ
プ

ト
、
次
い
で
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
は

エ
ジ
プ
ト
は
二
〇
〇
人
前
後
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
一
〇
〇
人

前
後
で
推
移
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
ガ
ー
ナ
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

増
加
が
激
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
七
年
末
現
在
の
登
録
者
数
は

一
八
八
四
人
、
二
五
二
三
人
で
、
西
ア
フ
リ
カ
地
域
二
ヵ
国
で
ア
フ

リ
カ
地
域
の
四
割
を
占
め
て
い
る
（
図
３
）。

ガ
ー
ナ
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
変
化
な
く
推
移
し
て
い
た
が
、

一
九
八
一
年
に
四
二
人
と
微
増
し
た
後
は
、
一
九
八
五
年
に
九
八

人
、
一
九
八
六
年
に
は
二
二
七
人
と
一
九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

1500

1300

1100

900

700

500

300

100 80 85 90 95 00 05年

図 2　出身地域別外国人登録者数（1980 年 =100）
（出典）法務省「在留外国人統計」（各年版）より作成。
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に
か
け
て
増
加
が
始
ま
り
、
一
九
九
三
年
に
は
一
千
人
を
超
え
て
い

る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
場
合
に
は
、
ガ
ー
ナ
よ
り
少
し
遅
れ
て
増
加

し
始
め
、
一
九
九
〇
年
に
突
然
急
増
す
る
か
た
ち
で
増
え
て
い
る
。

両
国
出
身
者
の
滞
日
生
活
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
特
徴
が
あ
り

様
相
が
異
な
る
が
、
来
日
の
経
緯
や
日
本
で
の
就
労
や
結
婚
と
い
っ

た
状
況
に
つ
い
て
は
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ネ
ガ
ル
や
カ
メ

ル
ー
ン
と
い
っ
た
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
も
同
様
の
来
日
者
が
増

加
し
、
よ
り
多
国
籍
の
ア
フ
リ
カ
出
身
者
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
か

た
ち
で
日
本
の
地
域
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
ガ
ー
ナ
人
の
性
年
齢
を
み
る
と
、
二
〇
〇
七
年
末
、

男
性
は
一
五
六
九
人
で
八
三
・
三
％
、
女
性
は
三
一
五
人
で

一
六
・
七
％
と
、
男
性
が
多
い
。
男
性
を
年
齢
別
に
み
る
と
、

一
九
九
〇
年
末
に
は
三
〇
歳
以
上
三
四
歳
以
下
を
ピ
ー
ク
に
二
〇

歳
代
が
三
二
・
一
％
、
三
〇
歳
代
が
五
六
・
七
％
と
、
来
日
者
は
青

年
層
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
末
に
は
、
二
〇

歳
代
は
九
・
九
％
に
低
下
し
、
三
〇
歳
代
が
五
八
・
三
％
、
四
〇

歳
代
が
二
四
・
四
％
を
占
め
、
二
〇
〇
七
年
末
は
、
三
〇
歳
代
が

三
六
・
三
％
、
四
〇
歳
代
が
三
九
・
六
％
、
五
〇
歳
以
上
が
八
・
四
％

と
、全
体
に
そ
の
ま
ま
高
年
齢
層
に
移
行
し
て
い
る
。
ガ
ー
ナ
人
は
、

査
証
許
可
が
厳
し
く
な
り
、
新
規
に
来
日
し
て
滞
日
生
活
を
送
る
人

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
滞
日
ガ
ー
ナ
人
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
高
齢
化

す
る
方
向
に
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
帰

国
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
を
前
に
、
帰
国
し
て
母
国
で
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図 3　アフリカ地域の出身国別外国人登録者数
（資料）法務省「在留外国人統計」（各年版）。

の
生
活
基
盤
を
築
き
た
い
と
い
う
夫
の
希
望
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
（
図
４
）。

2　

日
本
人
女
性
と
の
結
婚

ガ
ー
ナ
人
と
日
本
人
と
の
結
婚
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
生
じ
て
い

る
か
を
統
計
か
ら
推
定
す
る
。
通
常
、
外
国
人
と
の
結
婚
は
厚
生
労

働
省
の
「
人
口
動
態
統
計
」
で
示
さ
れ
る
が
、
国
別
の
集
計
が
行
わ

れ
て
い
な
い
た
め
、
外
国
人
登
録
の
在
留
資
格
別
人
数
か
ら
推
定
す

る
。日

本
人
と
結
婚
し
て
い
る
外
国
人
の
査
証
に
は
「
日
本
人
の
配
偶

者
等
」
が
あ
る
。
日
本
人
の
子
で
外
国
籍
の
人
や
養
子
縁
組
な
ど
も

含
む
た
め
、
す
べ
て
が
配
偶
者
で
は
な
い
が
、
ガ
ー
ナ
人
の
場
合
に

は
日
本
人
の
子
の
多
く
は
日
本
国
籍
を
も
っ
て
い
る
た
め
、「
日
本

人
の
配
偶
者
等
」
査
証
の
か
な
り
の
部
分
が
日
本
人
の
配
偶
者
と
考

え
ら
れ
る
。
結
婚
生
活
が
数
年
を
経
過
し
た
り
正
規
の
就
労
を
数
年

継
続
し
た
り
し
て
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い
る
人
の
場
合
に
は
「
永

住
者
」
や
「
定
住
者
」
の
査
証
を
持
つ
人
も
い
る
。「
日
本
人
の
配

偶
者
等
」
で
は
離
婚
や
死
別
に
よ
り
滞
在
資
格
を
失
う
た
め
、
可
能

な
場
合
に
は
「
永
住
者
」
や
「
定
住
者
」
に
切
り
替
え
て
い
る
と
い

う
。
本
来
「
永
住
者
」
や
「
定
住
者
」
は
、
日
本
人
と
結
婚
し
て
い

な
く
と
も
就
労
な
ど
で
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い
る
場
合
に
は
許
可

が
下
り
る
が
、
ガ
ー
ナ
人
の
場
合
に
は
、
就
労
目
的
の
査
証
で
長
期

450
（人）

400

350

300

250

200

150

100

50

0
0
〜
4
歳

5
〜
9
歳

10
〜
14
歳

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
歳
以
上

男性（2007 年）

女性（2007 年）

男性（2000 年）

男性（1990 年）

図 4　ガーナにおける年齢階級別外国人登録者
（資料）法務省「在留外国人統計」（各年版）。
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滞
在
し
て
い
る
人
が
少
な
い
た
め
、「
永
住
者
」
や
「
定
住
者
」
査

証
の
大
部
分
は
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
だ
が
、

正
確
に
は
そ
の
区
別
は
つ
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、「
日
本
人
配
偶
者
等
」「
永
住
者
」「
定

住
者
」
査
証
の
合
計
の
数
値
を
概
観
す
る
。
こ
の
数
値
は
、

「
日
本
人
の
配
偶
者
を
多
く
含
む
と
推
測
さ
れ
る
、
正
規
査
証

を
も
つ
長
期
滞
日
者
数
」
を
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
ガ
ー
ナ
人

は
一
九
九
〇
年
に
は
合
計
一
四
・
七
％
、
八
八
人
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
四
二
・
四
％
、
七
〇
三
人
、
二
〇
〇
七
年
に
は

六
〇
・
七
％
、
一
一
四
三
人
に
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
超
過
滞

在
の
状
態
の
ま
ま
日
本
人
と
結
婚
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
は
「
日

本
人
の
配
偶
者
等
」
の
査
証
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
一
九
九
〇
年
前

後
の
超
過
滞
在
者
が
多
か
っ
た
頃
に
は
、
実
際
に
は
こ
の
数
値
よ
り

も
多
い
ガ
ー
ナ
人
が
日
本
人
と
の
婚
姻
状
態
に
あ
っ
た
可
能
性
は
あ

る
。他

国
と
の
比
較
は
、「
永
住
者
」「
定
住
者
」
査
証
の
発
給
が
個
別

の
国
事
情
に
よ
る
た
め
、
安
易
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ガ
ー
ナ

と
来
日
の
状
況
が
類
似
し
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
場
合
に
は
、

二
〇
〇
七
年
末
現
在
で
合
計
六
六
・
六
％
、
一
六
八
〇
人
と
い
う
計

算
に
な
る
。
ガ
ー
ナ
人
も
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
も
外
国
人
登
録
者
数
の

八
割
以
上
は
男
性
で
あ
り
、
結
婚
し
て
い
る
人
の
大
部
分
は
日
本
人

女
性
と
の
婚
姻
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
南
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
か
つ

ガーナ アフリカ アジア

1990 年 2000 年 2007 年
ナイジェ
リア

南アフリカ
共和国

エジ
プト

バングラ
デシュ

パキス
タン

598 人 1,657 人 1,884 人 2,523 人 592 人 1,730 人 11,255人 9,332 人総数
9.5 32.5 16.6 31.6 11.8 4.6 4.8 12.3日本人の配偶者
0.0 8.6 37.2 33.4 11.3 7.2 13.8 25.5永住者
5.2 1.4 6.9 1.6 2.0 1.3 3.1 5.6定住者
3.8 4.5 4.7 2.3 48.0 15.2 14.7 13.5就労

48.5 31.9 14.1 16.6 6.3 0.9 7.3 11.7短期
10.4 3.9 3.4 2.3 3.5 18.3 15.0 1.6留学
12.2 2.1 0.6 0.2 0.2 0.1 3.9 0.2就学
3.7 1.2 0.3 0.0 0.2 0.9 0.6 0.4研修
6.7 14.0 16.2 12.0 16.8 51.4 36.7 29.2その他

（資料）法務省「在留外国人統計」（各年版）より作成。ガーナ以外は 2007 年末現在の値。
（注）「就労」は就労を目的とする査証の合計。「その他」は表示以外のものを全て合計した。

（単位：％）
表 1　在留資格別国籍別外国人登録者割合

て
来
日
者
が
多
か
っ
た
他
の
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
で
は
み
ら
れ
な

い
。
一
方
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
、
ガ
ー
ナ
人
ら

と
類
似
の
経
過
で
来
日
し
た
人
が
多
く
、
性
別
も
男
性
が
大
部
分
を

占
め
る
国
と
比
べ
て
み
て
も
、
ガ
ー
ナ
人
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
に
は

日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

3　

日
本
人
が
ガ
ー
ナ
人
と
知
り
合
う
場
と
時
代
背
景

日
本
で
日
本
人
が
ガ
ー
ナ
人
と
知
り
合
う
契
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
公
園
で
話
し
か
け
ら
れ
て
互
い
に
日
本
語
と
英
語
を
勉
強
し
た

か
っ
た
の
で
友
人
に
な
っ
た
と
い
う
人
、
駅
で
道
を
聞
か
れ
て
や
り

と
り
を
し
た
の
を
契
機
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
会
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
人
、
友
人
に
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
人
な
ど
、
ご
く
日
常
の
地

域
生
活
の
場
面
で
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
点
が

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
東
京
都
や
埼
玉

県
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
な
ど
の
首
都
圏
を
中
心
に
経
験
さ
れ
て
い

る
。国

際
的
な
活
動
を
接
点
と
し
て
知
り
合
っ
た
と
い
う
経
験
に
つ
い

て
い
え
ば
、
レ
ゲ
エ
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
い
う
人
、
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
た
時
の
教
師
だ
っ
た

い
う
人
、
日
本
語
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
時
の
学
生
だ
っ
た
と
い

う
人
な
ど
が
い
る
。
こ
の
時
期
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
定
番
の

「
国
際
化
」
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
も
芸
術
や
音
楽
、

語
学
と
い
っ
た
文
化
の
交
流
が
多
様
化
し
始
め
た
時
代
背
景
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
で
広
く
外
国
人
が
通
え
る
日
本
語
学
校
が

増
加
し
始
め
た
の
は
一
九
八
三
年
の
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
以

後
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
音
楽
の
ブ
ー
ム
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら

後
半
以
降
と
い
う
し
（
鈴
木 2008

）、
毎
夏
東
京
で
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
黒
人
音
楽
レ
ゲ
エ
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
レ
ゲ
エ
・
サ
ン
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
」
は
、
一
九
八
五
年
が
初
回
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
ン
ダ

ン
ス
教
室
は
現
在
で
も
稀
有
で
あ
る
が
、
青
山
（
東
京
都
渋
谷
区
）

に
あ
っ
た
教
室
と
い
う
の
で
、
か
な
り
早
く
か
ら
ア
フ
リ
カ
文
化
を

経
験
し
て
い
た
日
本
人
と
い
え
る
。
近
年
で
は
ア
フ
リ
カ
音
楽
や

ジ
ェ
ン
ベ
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
楽
器
に
関
心
を
持
つ
人
も
多
少
は
増
え

て
い
る
が
、
ガ
ー
ナ
に
移
住
し
て
い
る
日
本
人
妻
ら
は
一
九
八
〇
年

代
か
ら
九
〇
年
代
の
段
階
で
す
で
に
そ
の
よ
う
な
接
点
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
点
で
、
多
数
派
で
は
な
い
文
化
や
意
識
を
持
つ
人
も
含
ん

で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
日
本
人
が
ガ
ー
ナ
人
と
知
り
合
う
契
機
は
、
彼
ら
の

居
住
地
と
同
様
に
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
。
表
２
で
、
都
道
府

県
別
外
国
人
登
録
者
数
を
み
る
と
、
ガ
ー
ナ
人
は
七
五
・
八
％
が
首

都
圏
で
、
中
部
圏
、
近
畿
圏
を
合
わ
せ
る
と
九
割
を
占
め
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
首
都
圏
へ
の
集
中
が
や
や
低

下
し
て
中
部
圏
と
近
畿
圏
へ
の
増
加
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
三
大
都

市
圏
以
外
の
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
地
域
は
一
貫
し
て
一
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
全
体
や
外
国
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人
登
録
者
全
体
と
比
べ
て
も
特
徴
的
で
あ
る
。

同
様
の
時
期
や
経
緯
で
来
日
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
ア
ジ

ア
系
男
性
外
国
人
が
、
初
期
に
は
東
京
都
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
に

住
ん
で
い
た
の
が
、
次
第
に
群
馬
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
と
い
っ
た

北
関
東
や
中
部
圏
の
大
手
工
場
の
下
請
け
の
多
い
地
方
都
市
へ
と
移

動
し
て
い
る
こ
と
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
の
南
米
出
身
者
が
中
部
圏

に
集
中
し
て
居
住
し
て
い
る
の
と
比
較
し
て
、
ガ
ー
ナ
人
は
今
な
お

首
都
圏
と
大
都
市
部
へ
の
集
中
度
が
高
い
。
彼
ら
が
日
本
人
と
知
り

合
う
契
機
も
一
貫
し
て
そ
の
圏
内
に
あ
る
場
合
が
多
い
と
推
測
さ
れ

る
。ま

た
、
ガ
ー
ナ
人
の
移
動
は
、
首
都
圏
の
な
か
で
行
わ
れ
て
お

り
、
一
九
九
〇
年
に
は
東
京
都
が
六
〇
・
四
％
を
占
め
て
い
た
が
、

二
〇
〇
七
年
に
は
三
〇
・
七
％
に
半
減
し
、
神
奈
川
県
と
千
葉
県
の

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、滞
在
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
、

よ
り
住
居
費
や
生
活
費
の
安
い
郊
外
に
移
動
し
た
こ
と
や
、
た
と
え

ば
埼
玉
県
に
は
母
国
の
食
材
を
入
手
で
き
る
店
舗
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
ア
フ
リ
カ
地
域
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
よ
り
生
活
し

や
す
い
背
景
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
和
崎 2008

）。

東京都
埼玉県
千葉県
神奈川県

2,152,973人
35.6
17.8
5.3
4.9
7.6

20.1
19.0
25.3

全体
1990年
2,140人
61.4
40.8
8.6
4.6
7.3
5.4

10.6
22.7

アフリカ全体
2000年
8,214人
61.9
31.4
12.8
7.7

10.0
7.4
8.9

21.8

2007年
11,465人
56.7
25.0
11.2
7.4

13.1
10.0
10.2
23.1

1990年
598人
84.1
60.4
16.9
2.7
4.2
1.7
3.8

10.4

ガーナ
2000年
1,657人
79.2
36.3
18.0
11.6
13.2
4.4
5.5

10.9

2007年
1,884人
75.8
30.7
17.0
11.5
16.6
6.1
7.3

10.8

1990年
2,109人
74.4
53.0
12.6
3.3
5.5
3.2
3.6

18.8

バングラデシュ
2000年
7,176人
58.6
30.2
9.6

10.6
8.2
7.1
3.8

30.5

2007年
11,255人
58.9
29.1
11.3
9.2
9.3
9.6
3.9

27.6

2007年
316,967人

12.2
1.4
4.4
1.9
4.5

55.2
7.4

25.1

ブラジル

総数
首都圏

中部圏
近畿圏
その他

（資料）法務省「在留外国人統計」（各年版）より作成。
（注）中部圏とは、愛知県、岐阜県、静岡県、三重県の合計。近畿圏とは、大阪府、京都府、

兵庫県、滋賀県、奈良県の合計。

（単位：％）
表 2　都道府県別外国人登録者割合

Ⅲ　

日
本
人
妻
の
移
住
生
活

１　

移
住
す
る
日
本
人
妻
と
子
の
概
数

ガ
ー
ナ
人
の
家
族
と
し
て
ガ
ー
ナ
に
移
住
し
て
い
る
日
本
人
数
を

「
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統
計
」（
外
務
省
、
各
年
版
）
な
ど
で
概
観

し
て
み
る
。
こ
の
統
計
は
、
在
ガ
ー
ナ
日
本
大
使
館
に
在
留
届
を
出

し
て
い
る
数
で
あ
り
、
義
務
で
は
な
い
た
め
多
少
実
数
と
異
な
る
可

能
性
は
あ
る
。

ガ
ー
ナ
で
日
本
人
配
偶
者
と
し
て
在
留
届
を
出
し
て
い
る
人
は

二
〇
〇
八
年
三
月
一
日
現
在
二
七
人
お
り
、
全
員
が
女
性
で
、
年
齢

層
は
四
〇
歳
以
上
四
五
歳
未
満
の
年
齢
階
級
が
一
〇
人
と
も
っ
と
も

多
い
。
三
〇
歳
以
上
五
五
歳
未
満
ま
で
が
二
五
人
で
九
割
以
上
を
占

め
て
お
り
、
中
年
層
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
移
住
し
て

い
る
日
本
人
妻
の
年
齢
層
が
高
め
で
あ
る
の
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど

を
経
て
、
あ
る
程
度
生
活
が
安
定
し
た
り
、
子
が
学
校
に
上
が
っ
た

り
と
い
っ
た
準
備
態
勢
が
整
っ
て
か
ら
移
住
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
子
の
数
に
つ
い
て
み
る
。
大
使
館
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

ガ
ー
ナ
に
在
留
す
る
ガ
ー
ナ
人
夫
と
日
本
人
妻
を
親
に
も
つ
子
の
数

は
六
六
人
で
、
〇
歳
以
上
五
歳
未
満
が
一
一
人
、
五
歳
以
上
一
〇
歳

未
満
が
二
三
人
、
一
〇
歳
以
上
一
五
歳
未
満
が
二
七
人
、
一
五
歳
以

上
二
〇
歳
未
満
が
五
人
で
、
一
七
歳
が
最
年
長
で
あ
る
。
子
ど
も
の

教
育
環
境
を
考
慮
し
て
幼
稚
園
や
小
学
校
入
学
な
ど
に
際
し
て
移
住

す
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
年
齢
分
布
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
六
六
人
の
う
ち
一
五
人
は
両
親
が

ガ
ー
ナ
に
不
在
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
子
女
は
日
本
語
補
習
校
に

通
う
こ
と
は
な
く
、
他
の
日
本
人
か
ら
状
況
を
き
く
こ
と
も
な
か
っ

た
。
現
地
の
日
本
人
社
会
と
は
あ
ま
り
接
点
な
く
暮
ら
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
ガ
ー
ナ
の
言
語
や
教
育
、
文
化
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
な
ど
の
理
由
で
、
両
親
は
日
本
に
残
っ
た
ま
ま
、
親
戚
や
祖
父
母

に
子
ど
も
の
養
育
を
任
せ
る
人
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

小
学
生
、
中
学
生
の
学
齢
期
に
あ
る
子
に
限
れ
ば
、
外
務
省
の

海
外
在
留
邦
人
子
女
数
の
届
け
出
数
で
み
る
こ
と
も
で
き
る
（
外
務

省
、
各
年
版
）。
こ
の
統
計
で
は
、
毎
年
一
時
点
の
海
外
在
留
小
学

生
数
と
中
学
生
数
に
つ
い
て
、
通
学
し
て
い
る
学
校
の
種
類
別
（
日

本
人
学
校
、
日
本
語
補
習
校
、
そ
の
他
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ー

ナ
に
は
日
本
人
学
校
は
な
い
た
め
、
日
本
語
補
習
校
へ
の
通
学
の
有

無
別
に
人
数
を
把
握
で
き
る
。
大
使
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
日
系
企
業
、

国
際
機
関
な
ど
で
働
く
日
本
人
同
士
の
子
の
数
も
含
ま
れ
て
い
る

が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
小
学
生
二
五
人
、
中
学
生
三
人
で
合
計
二
八

人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
小
学
生
四
一
人
、
中
学
生
一
三

人
で
合
計
五
四
人
に
倍
増
し
て
い
る
。

日
本
語
補
習
校
へ
の
通
学
の
有
無
別
に
み
る
と
通
学
し
て
い
る
の

は
、
小
学
生
で
は
一
二
人
、
中
学
生
五
人
の
合
計
一
七
人
で
あ
り
、
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小
学
生
二
九
人
、
中
学
生
八
人
の
合
計
三
七
人
は
日
本
語
補
習
校
に

は
通
学
し
て
い
な
い
。
日
本
語
補
習
校
は
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に

首
都
ア
ク
ラ
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
早
朝
発
で
毎
週
地
方

都
市
か
ら
通
う
と
い
う
人
も
い
る
が
、
地
方
都
市
や
郊
外
に
居
住
す

る
人
に
と
っ
て
の
通
学
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
ガ
ー
ナ
の
傾
向
を
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
海
外
在
留
邦
人
子
女

数
（
学
齢
期
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
八
年
現
在
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
に
在
留
す
る
日
本
人
の
小
学
生
は
三
人
い
る
の
み
で
、
小
中
学
生

の
合
計
数
は
こ
の
五
年
間
〇
人
か
ら
四
人
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
差
異
の
要
因
に
は
、
両
国
に
お
け
る
日
本
人
女
性
の
就
労
や
社

会
参
加
機
会
、
子
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
日
本
語
補
習
校
の
有
無
と

い
っ
た
教
育
環
境
、
夫
側
の
帰
国
意
向
や
就
労
機
会
な
ど
、
文
化
社

会
的
に
多
様
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

2　

日
本
人
妻
に
と
っ
て
の
移
住
の
契
機

日
本
人
妻
の
移
住
の
動
機
に
つ
い
て
、
日
本
か
ら
の
移
住
を
促
進

す
る
要
因
と
、
相
手
国
側
へ
の
移
住
を
ひ
き
つ
け
る
要
因
に
つ
い
て

み
て
み
よ
う
。
日
本
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
は
、
第

一
に
夫
の
強
い
希
望
を
あ
げ
る
人
が
多
い
。
滞
日
生
活
が
長
期
化
す

る
な
か
、
日
本
で
の
き
つ
い
仕
事
や
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
夫

の
希
望
で
、
子
を
連
れ
て
帰
国
し
た
と
い
う
。
一
方
、
移
住
を
ひ
き

つ
け
る
要
因
と
し
て
は
、
近
年
ガ
ー
ナ
の
経
済
状
態
が
上
向
き
で
あ

る
こ
と
や
政
治
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
資
産

を
日
本
で
貯
め
る
こ
と
が
で
き
た
人
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
中
古
車
の
部
品
を
コ
ン

テ
ナ
に
詰
め
て
日
本
か
ら
輸
入
す
る
中
古
車
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
な

ど
、
帰
国
後
も
日
本
と
ガ
ー
ナ
を
往
復
し
て
一
つ
数
百
万
円
の
コ
ン

テ
ナ
を
複
数
送
る
と
い
っ
た
、
規
模
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い

る
ガ
ー
ナ
人
の
夫
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
誰
も
が
成

功
し
て
い
る
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
む
し
ろ
ビ
ジ
ネ
ス
に
失
敗

し
た
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
母
国
に
少
な
か
ら
ず

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
は
、
日
本
で
の
「
自
由
が
な
い
」
生
活
と
比

較
し
て
、
夫
が
帰
国
を
強
く
希
望
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
子
の
教
育
面
の
要
因
と
し
て
、
子
ど
も
が
日
本
で
差
別
さ
れ

た
経
験
か
ら
子
ど
も
の
た
め
に
ガ
ー
ナ
に
移
住
し
た
と
い
う
人
も
い

る
。
幼
稚
園
く
ら
い
か
ら
い
じ
め
が
始
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
頃
に
移

住
を
検
討
し
始
め
た
と
い
う
人
も
い
た
。
一
方
で
、
ガ
ー
ナ
の
私
立

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
場
合
に
は
教
育
レ
ベ
ル
が
高

い
こ
と
も
移
住
を
継
続
す
る
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
ガ
ー
ナ
の

教
育
水
準
を
移
住
前
か
ら
ど
の
程
度
知
り
え
て
い
た
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
大
部
分
の
人
が
日
本
と
比
べ
て
ガ
ー
ナ
の
教
育
水
準
や
教

育
環
境
、
教
師
の
質
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
移
住
生
活

を
長
期
に
継
続
さ
せ
て
い
る
要
因
と
思
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
移
住
の
要
因
に
つ
い
て
み
る
と
、
夫
の
意
向
や
子
の

教
育
環
境
は
あ
げ
ら
れ
る
が
、
妻
自
身
が
日
本
か
ら
出
た
か
っ
た
と

か
、
ガ
ー
ナ
に
生
活
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
と
い
う
状
況
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。
移
住
し
て
み
て
よ
か
っ
た
と
い
う
評
価
は
多
い
も
の

の
、
移
住
前
か
ら
妻
が
移
住
を
強
く
望
ん
で
い
た
と
い
う
話
は
聞
か

れ
ず
、
夫
や
子
の
状
況
を
考
慮
し
て
移
住
生
活
を
選
択
し
て
い
た
。

移
住
へ
の
準
備
状
況
を
み
て
も
、
移
住
ま
で
の
準
備
に
綿
密
な
計

画
を
立
て
て
い
た
人
も
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
来
て
み
て
生
活
を
始

め
た
と
い
う
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
あ
る
人
は
、
夫
と
知
り
合
っ

て
以
降
、
一
度
も
ガ
ー
ナ
に
来
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
来
た
く
も

な
か
っ
た
が
、
夫
の
仕
事
や
希
望
、
子
と
の
家
族
生
活
を
考
慮
し
て

仕
方
な
く
移
住
を
決
め
、
は
じ
め
て
訪
れ
た
と
い
う
。
な
か
に
は
、

現
地
で
日
本
人
女
性
の
自
分
が
で
き
る
仕
事
を
準
備
し
て
、
生
命
保

険
な
ど
で
の
健
康
リ
ス
ク
対
処
も
周
到
に
調
べ
、
経
済
的
に
困
ら
な

い
よ
う
周
到
な
準
備
を
し
て
移
住
し
た
人
も
い
る
し
、
結
婚
当
初
か

ら
将
来
は
ガ
ー
ナ
で
暮
ら
す
予
定
で
、
日
本
で
は
子
は
作
ら
ず
に
夫

と
共
に
働
い
て
貯
金
を
し
、
日
本
か
ら
親
戚
に
お
金
を
送
っ
て
土
地

を
買
い
、
家
を
建
て
、
貯
蓄
も
あ
る
程
度
の
目
標
に
達
し
た
の
で
移

住
し
た
と
い
う
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
計
画
的
に
移
住
し
た
人
で

さ
え
、彼
女
ら
自
身
が
、日
本
で
の
生
活
が
嫌
で
、日
本
を
出
た
か
っ

た
た
め
に
移
住
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

3　

移
住
生
活
の
暮
ら
し
向
き

ガ
ー
ナ
で
の
暮
ら
し
を
み
る
一
手
段
と
し
て
支
出
の
費
目
か
ら
概

観
し
て
み
た
い
。
ガ
ー
ナ
で
の
移
住
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
あ
る

程
度
の
経
済
力
が
必
要
で
あ
る
。
現
地
で
は
食
費
や
被
服
費
は
安
価

で
は
あ
る
も
の
の
、
車
の
購
入
や
維
持
費
、
子
の
教
育
費
、
水
や
電

気
な
ど
設
備
の
あ
る
住
居
に
住
む
と
な
る
と
、
日
本
人
の
場
合
に
は

地
元
の
人
と
同
じ
家
計
水
準
で
は
生
活
で
き
な
い
。

住
居
は
、
地
元
の
家
屋
に
家
族
と
隣
接
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
生

活
し
て
い
る
人
も
い
る
し
、
日
本
で
得
た
資
金
で
建
て
た
庭
付
き
一

戸
建
て
の
住
居
に
住
む
人
も
い
る
。
水
や
電
気
な
ど
の
住
環
境
設
備

を
整
え
て
維
持
し
て
い
く
に
は
資
金
や
経
費
が
必
要
で
あ
る
が
、
日

本
人
に
は
水
の
設
備
や
安
全
管
理
が
あ
る
程
度
整
っ
た
住
居
に
住
む

人
も
少
な
く
な
い
。

家
事
手
伝
い
の
メ
イ
ド
や
ボ
ー
イ
を
雇
用
し
て
い
る
人
も
い
る

が
、
自
宅
に
他
人
を
い
れ
る
習
慣
が
な
く
、
日
本
式
の
家
事
を
教
育

し
た
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
す
る
の
が
面
倒
な
の
で
、
雇
用
し

な
い
と
い
う
人
も
い
る
。

ガ
ー
ナ
の
主
な
交
通
手
段
は
タ
ク
シ
ー
か
ト
ロ
ト
ロ
と
呼
ば
れ
る

小
型
バ
ス
で
、
日
本
人
に
も
こ
れ
ら
を
乗
り
こ
な
し
て
い
る
人
た
ち

は
い
る
が
、
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
ガ
ー
ナ
で
は
こ

の
数
年
、
急
激
に
車
の
台
数
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
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車
の
価
格
は
中
古
車
で
も
数
十
万
円
で
日
本
と
変
わ
ら
な
い
価
格

か
、
車
の
質
を
考
慮
す
る
と
む
し
ろ
高
額
で
あ
り
、
ガ
ー
ナ
の
物
価

か
ら
す
る
と
破
格
に
高
い
。
修
理
に
は
費
用
が
か
か
る
し
、
ガ
ソ
リ

ン
も
高
価
な
の
で
、
車
の
維
持
費
は
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
。

子
ど
も
は
、
公
立
校
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
私
立
校
へ
通
わ
せ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
は
必
ず
し
も
外
国
人
が
通
学
す
る
学
校
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
地

の
子
女
が
大
半
を
占
め
る
学
校
も
あ
る
。
学
費
は
安
い
学
校
で
も
年

間
二
〇
万
円
程
度
を
要
す
る
と
い
い
、
な
か
に
は
年
間
一
〇
〇
万
円

以
上
の
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
人
も
い
る
。
毎
週
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
日
本
語
補
習
校
に
通
わ
せ
る
に
は
一
学
期
五
〇
ド
ル
の
学
費
も

必
要
で
あ
る
し
、
通
学
の
た
め
に
は
自
家
用
車
の
維
持
費
も
要
す
る

の
で
、
教
育
費
は
か
な
り
の
金
額
に
及
ぶ
。
五
人
の
子
ど
も
が
い
る

人
も
い
た
が
、
こ
れ
ら
教
育
費
は
複
数
の
子
ど
も
が
い
る
と
か
な
り

の
金
額
に
な
る
。

そ
の
他
、
妻
子
が
時
々
日
本
へ
帰
国
す
る
費
用
も
必
要
で
あ
る
。

な
か
に
は
、
夏
休
み
時
期
の
違
い
を
利
用
し
て
七
月
初
旬
に
帰
国

し
、
ほ
ぼ
毎
年
子
ど
も
を
日
本
の
学
校
に
通
わ
せ
た
と
い
う
人
も
い

る
。
日
本
の
家
族
の
冠
婚
葬
祭
の
ほ
か
、
親
の
介
護
な
ど
急
な
帰
国

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
し
、
本
人
の
病
気
や
健
康
問
題
な
ど
で
日
本

で
受
診
を
し
た
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
ガ
ー
ナ
で
の
移
住
生
活
に

は
こ
の
よ
う
な
予
定
外
の
急
な
支
出
の
た
め
の
貯
蓄
も
必
要
で
あ

る
。

4　

日
本
人
妻
の
移
住
後
の
職
業

日
本
人
妻
の
職
業
と
し
て
は
、
専
業
主
婦
か
、
日
系
企
業
や
機
関

で
の
被
雇
用
者
か
、
自
営
業
な
ど
の
経
営
者
と
な
る
か
、
大
き
く
分

け
る
と
三
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
専
業
主
婦
と
し
て
夫
の
仕
事
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
子
育
て
に
従
事
し
た
り
し
て
い
る
人
も
い
る
し
、
夫

と
共
に
ホ
テ
ル
経
営
な
ど
比
較
的
大
き
な
事
業
の
経
営
に
関
与
し
て

い
る
人
も
い
る
。
し
か
し
雇
用
機
会
が
潤
沢
に
は
な
い
ガ
ー
ナ
で
、

永
年
日
本
に
い
た
夫
が
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

し
、
事
業
も
失
敗
す
る
こ
と
は
多
い
た
め
、
移
住
後
の
生
計
は
も
っ

ぱ
ら
日
本
人
妻
が
立
て
て
い
る
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。
妻
が
働
く
と
い
っ
て
も
日
本
人
の
女
性
が
雇
用
さ
れ
る
場
は
そ

う
多
く
は
な
い
。
日
本
人
女
性
が
働
く
場
は
日
本
と
関
係
あ
る
機
関

が
主
で
あ
り
、
現
地
企
業
や
外
資
系
企
業
で
働
い
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
。
日
本
関
連
の
雇
用
先
は
、
大
使
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
日
系
企

業
の
現
地
職
員
が
あ
る
が
、
こ
の
数
年
で
日
系
企
業
は
撤
退
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。
先
に
示
し
た
ガ
ー
ナ
で
の
生
活
費
を
考
慮
す
る

と
、
日
本
人
の
場
合
に
は
、
一
般
ガ
ー
ナ
人
よ
り
も
相
当
な
所
得
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
夫
婦
と
も
仕
事
が
な
く
て
生
活
が
成
り
立

た
ず
、
仕
方
な
く
日
本
に
帰
国
し
た
と
い
う
人
も
い
る
と
い
う
。

企
業
の
現
地
支
店
長
と
し
て
働
い
て
い
る
人
や
、
日
本
人
が
設
立

し
た
旅
行
社
で
経
営
者
の
一
人
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
人
、
テ
レ
ビ

番
組
の
ア
テ
ン
ド
を
し
て
ガ
ー
ナ
全
域
を
案
内
し
た
り
撮
影
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
の
仕
事
も
簡
単
に
得
ら
れ
る
ポ
ス
ト
で
は
な
い
。
彼
女
ら

は
、
ガ
ー
ナ
社
会
に
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
仕

事
に
就
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
一
〇
年
前
後
の
歴
史
が
あ
っ

て
、
ガ
ー
ナ
の
人
や
社
会
の
特
徴
を
知
り
、
い
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と

こ
ろ
も
知
り
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
人
の
自
分
が
ど
う
対
応
す
る
の

か
、
ど
う
考
え
る
の
か
、
時
に
は
苦
い
経
験
も
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
ら
を
経
て
、
現
在
が
あ
る
よ
う
に
み
え
た
。

仕
事
と
生
活
、
と
く
に
子
の
教
育
と
の
兼
ね
合
い
を
み
る
と
、
平

日
の
日
中
は
勤
務
で
あ
り
、
子
育
て
と
家
事
、
仕
事
の
負
担
は
大
き

く
厳
し
い
と
い
う
声
も
き
か
れ
た
。
日
本
語
補
習
校
へ
も
行
か
せ
た

い
が
、
平
日
の
仕
事
で
疲
労
し
て
お
り
、
土
曜
の
朝
に
子
ど
も
を
日

本
語
補
習
校
ま
で
通
わ
せ
る
こ
と
は
継
続
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
人

も
い
る
。
ガ
ー
ナ
に
い
て
日
本
語
を
継
続
的
に
学
ば
せ
る
に
は
、
母

親
が
時
間
と
労
力
を
か
け
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
、
な
か
に
は
早
朝
発

で
郊
外
の
町
か
ら
首
都
ア
ク
ラ
ま
で
通
っ
て
い
る
人
も
い
た
が
、
就

労
し
つ
つ
子
の
日
本
語
教
育
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

と
い
う
声
も
き
か
れ
た
。
学
費
は
有
料
で
通
学
の
交
通
費
も
必
要
で

あ
る
し
、
平
日
英
語
で
学
校
教
育
を
受
け
て
い
る
子
ら
に
、
日
本
語

を
習
得
さ
せ
続
け
る
に
は
、
家
庭
で
の
日
本
語
教
育
が
必
要
で
あ
る

が
、
妻
が
外
勤
で
働
く
場
合
に
は
時
間
的
に
も
容
易
で
は
な
い
と
い

う
声
も
き
か
れ
た
。

5　

将
来
的
な
生
活
の
課
題

そ
の
他
、い
く
つ
か
の
生
活
上
の
課
題
や
視
点
を
紹
介
し
て
お
く
。

ガ
ー
ナ
人
家
族
と
の
関
係

日
本
人
妻
の
移
住
生
活
を
み
る
う
え
で
、
夫
の
家
族
と
の
付
き
合

い
方
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
文
化
的
、
宗
教
的
な
風
習
や
冠
婚
葬
祭

に
日
本
人
妻
が
関
与
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
地
方
に
住
ん
で

い
て
ま
っ
た
く
付
き
合
い
を
し
な
い
と
い
う
人
も
い
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
度
な
関
係
を
築
い
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
夫
の

両
親
や
兄
弟
な
ど
と
同
じ
敷
地
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
近
隣
に
住

ん
で
頻
繁
な
交
流
が
あ
る
人
も
い
る
。
あ
る
人
は
近
隣
の
「
ス
ー
プ

の
冷
め
な
い
距
離
」
に
義
母
が
住
ん
で
い
て
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
り
地
元
の
人
間
に
し
か
対
応
で
き
な
い
事
柄
へ
の
対
処
に
手

助
け
し
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
い
る

し
、
家
族
へ
の
物
的
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
妻
と
し
て
の
存

在
を
示
し
て
い
る
と
い
う
人
も
い
る
。
家
族
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
移
住
生
活
を
う
ま
く
過
ご
す
た
め
の
戦
略
が

あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

健
康
と
医
療

移
住
し
た
妻
た
ち
の
不
安
と
し
て
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の
が
健
康
と



312313 結婚、移住してガーナを生きる日本の女性たち

医
療
の
問
題
で
あ
る
。
現
地
の
医
療
水
準
の
低
さ
は
日
本
人
妻
の
大

き
な
懸
念
材
料
で
あ
る
。
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
と
く
に
現
地
で
重

い
病
気
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
安
心
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
病

気
は
日
本
に
帰
国
し
て
対
応
す
る
と
い
う
人
も
い
る
が
、
病
気
を
す

る
た
び
に
帰
国
す
る
と
い
っ
た
余
裕
や
、
日
本
で
対
応
し
て
く
れ
る

家
族
な
ど
の
支
援
が
あ
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、

加
齢
が
す
す
む
な
か
で
移
住
生
活
を
継
続
す
る
に
は
、
健
康
と
医
療

の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

日
本
に
い
る
親
の
介
護

日
本
人
妻
の
多
く
は
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
で
あ
り
、
今
後
は
親
が

高
齢
化
し
介
護
を
必
要
と
す
る
世
代
で
あ
る
。
反
対
を
お
し
て
結
婚

し
、
親
か
ら
遠
く
離
れ
た
海
外
で
生
活
を
し
て
い
る
人
も
多
い
た

め
、
心
配
を
か
け
て
き
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
親
の

老
後
の
暮
ら
し
を
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い

を
人
一
倍
持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

自
身
の
老
後

彼
女
ら
自
身
も
、
現
在
は
若
く
健
康
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
自
身

が
高
齢
化
す
る
な
か
で
生
じ
る
課
題
も
あ
り
、
今
後
の
彼
女
ら
の
生

活
ス
タ
イ
ル
や
人
生
設
計
は
ま
た
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
老
後

は
カ
ナ
ダ
な
ど
第
三
国
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
と
い
う
人
も
い
た

し
、
子
が
進
学
、
自
立
す
る
な
か
で
老
後
の
生
活
を
ど
こ
で
ど
の
よ

う
に
送
る
か
は
、今
後
多
様
な
選
択
が
あ
り
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ⅳ　

ガ
ー
ナ
を
生
き
る
日
本
人
妻
た
ち

ガ
ー
ナ
に
移
住
し
た
日
本
人
妻
た
ち
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
一
つ
が

彼
女
ら
の
適
応
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
洞
察
力
や
慎
重

さ
で
あ
っ
た
。

ガ
ー
ナ
人
と
付
き
合
う
日
本
人
女
性
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
日
本

で
ガ
ー
ナ
人
か
ら
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
人
に
よ
る
と
、

「
ガ
ー
ナ
人
と
付
き
合
う
日
本
人
女
性
は
、
海
外
生
活
の
経
験
が
あ

る
人
か
、
頭
の
よ
い
人
か
、
実
家
が
お
金
持
ち
の
人
の
ど
れ
か
」
で

あ
る
と
い
う
。
海
外
生
活
の
経
験
が
あ
る
人
は
英
語
が
話
せ
る
し
ア

フ
リ
カ
人
や
黒
人
に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
い
か
ら
で
あ
り
、
頭
の

良
い
人
は
差
別
意
識
が
低
い
か
ら
で
あ
り
、
家
が
お
金
持
ち
の
人
は

経
済
的
に
裕
福
な
の
で
お
金
よ
り
も
愛
情
を
重
視
す
る
か
ら
だ
と
い

う
。
永
年
ガ
ー
ナ
で
多
く
の
日
本
人
妻
を
み
て
き
た
日
本
人
男
性

も
、「
最
近
ガ
ー
ナ
に
く
る
日
本
人
女
性
は
優
秀
で
し
っ
か
り
し
た

人
が
多
い
」
と
い
う
。
別
の
あ
る
在
ガ
ー
ナ
日
本
人
も
、
他
国
で
の

日
本
人
妻
と
比
較
す
る
か
た
ち
で
、「
ガ
ー
ナ
に
く
る
日
本
人
妻
は

自
立
し
て
い
る
」「
自
分
が
夫
に
選
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
自
分
が

夫
を
選
ん
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

日
本
で
ガ
ー
ナ
人
と
付
き
合
う
女
性
に
は
、
よ
り
多
様
な
人
が
い

る
よ
う
に
み
え
る
が
、
あ
る
妻
に
言
わ
せ
る
と
、「
な
か
に
は
遊
び

半
分
で
付
き
合
う
人
も
い
る
が
、
そ
う
い
う
人
は
長
く
は
続
か
な
い

か
結
婚
に
い
た
ら
な
い
」
と
い
う
。
ガ
ー
ナ
人
は
離
婚
や
複
数
の
妻

を
持
つ
こ
と
に
比
較
的
抵
抗
感
が
少
な
く
、
人
に
よ
っ
て
は
日
本
で

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
を
見
つ
け
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
の

で
、
合
わ
な
け
れ
ば
別
れ
て
次
の
人
を
見
つ
け
て
い
る
と
も
い
い
、

よ
り
見
合
う
条
件
の
日
本
人
に
落
ち
着
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。結

婚
は
夫
側
の
要
因
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
離
婚
に
い
た
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
継
続
す
る
こ
と
だ
け
が
良
い
選
択
と
も
い
え
な

い
が
、
ガ
ー
ナ
人
と
の
結
婚
や
と
く
に
移
住
生
活
は
必
ず
し
も
平
坦

な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
異
国
で
結
婚
生
活
を
継
続
し
て
い
く
能
力

の
あ
る
人
が
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
異
文
化
の
な
か
で
働

い
た
り
子
育
て
を
し
た
り
、
夫
の
大
家
族
の
一
員
と
し
て
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
生
活
し
た
り
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
能
力
や
適
応
力
、
時
に
は
生
活
を
楽
し
む
余
裕
が
な

け
れ
ば
継
続
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
結
局
は
あ
る
種
の
条
件
に

か
な
っ
た
人
の
み
が
移
住
生
活
を
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
移
住
し
て
い
る
日
本
人
妻
に
は
、
安
定
を
保
障
さ
れ
た
人

生
を
あ
え
て
外
し
た
選
択
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
人
が

少
な
か
ら
ず
い
る
。

ガ
ー
ナ
人
の
夫
は
結
婚
当
時
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
一
青

年
で
あ
る
。
経
済
力
や
社
会
的
地
位
、
学
歴
な
ど
が
高
い
ほ
ど
評
価

さ
れ
る
と
い
う
基
準
が
一
般
的
な
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
女
ら
が

選
ん
だ
夫
は
日
本
の
既
存
の
基
準
か
ら
外
れ
た
存
在
で
あ
る
。
彼
女

ら
自
身
、「
も
と
も
と
型
に
は
ま
っ
た
人
生
が
い
や
だ
っ
た
」「
目
の

前
に
あ
る
安
定
し
た
生
活
を
あ
え
て
選
ば
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
人
も
い
る
。
あ
る
人
は
社
会
的
に
も
安
定
し
た
職
に
あ

る
日
本
人
と
の
結
婚
を
や
め
て
ガ
ー
ナ
人
と
結
婚
し
た
。
自
分
に
は

安
定
し
た
将
来
を
描
け
る
人
の
妻
と
し
て
の
生
活
は
つ
ま
ら
な
く
、

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
と
い
う
。
誰
か
の
妻
と
い
う
立
場
で
は

な
く
、
自
分
が
采
配
を
振
る
う
立
場
の
方
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
た

と
感
じ
る
と
い
う
。
彼
女
は
、
社
会
的
地
位
の
あ
る
夫
の
妻
、
補
佐

役
と
い
う
立
場
に
納
ま
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
リ
ス
ク
が
伴
っ
た

と
し
て
も
自
分
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
を
自
分
で
選
ん
で
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

あ
る
人
は
、
夫
と
の
結
婚
に
つ
い
て
「
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
存

在
で
は
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
た
。
結
婚
前
の
彼
女
は
安

定
し
た
生
活
を
保
障
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
ガ
ー
ナ
人
と

の
結
婚
と
い
う
既
存
の
基
準
か
ら
外
れ
た
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と

で
は
じ
め
て
、
レ
ー
ル
の
敷
か
れ
た
生
活
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
、

自
分
で
自
分
の
人
生
を
創
り
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
身
を
お
い

た
よ
う
に
も
み
え
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
感
覚
に
は
個
人
差
も
大
き
い
。
あ
る
者
は

決
意
し
、
あ
る
者
は
さ
し
た
る
意
識
も
な
く
選
択
し
て
い
る
。
客
観
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的
に
は
、
安
定
し
た
地
位
を
放
棄
し
て
ガ
ー
ナ
人
と
の
生
活
を
選
ん

だ
と
み
え
る
女
性
も
い
る
が
、
そ
の
受
け
止
め
は
「
人
生
の
選
択
」

と
い
っ
た
構
え
よ
り
も
、「
成
り
行
き
」
で
と
い
っ
た
表
現
を
使
う

人
も
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
女
ら
の
多
く
は
、
結
婚

に
際
し
て
親
や
友
人
な
ど
周
囲
の
人
の
価
値
観
や
偏
見
に
抗
し
、
自

身
の
価
値
観
を
位
置
づ
け
な
が
ら
、
最
終
的
に
自
分
の
選
択
を
通
し

て
い
る
。
現
地
の
日
本
人
が
彼
女
ら
を
評
し
て
「
自
立
し
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
よ
う
に
、
彼
女
ら
に
共
通
し
て
感
じ

る
の
は
、
自
分
で
選
ん
だ
自
分
の
人
生
を
生
き
て
い
る
と
い
う
自
負

で
あ
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
結
婚
し
て
ガ
ー
ナ
に
移
住
す
る
日
本
の
女
性
た
ち

が
、
そ
の
能
力
や
価
値
観
を
術
と
し
て
移
住
後
の
生
活
を
調
整
し
、

異
国
で
生
き
る
場
を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
彼
女
ら

は
、
日
本
が
い
や
だ
か
ら
と
か
日
本
社
会
に
不
適
応
だ
っ
た
か
ら
移

住
し
た
の
で
は
な
く
、
ご
く
普
通
に
職
場
や
社
会
で
活
躍
し
た
り
活

動
的
な
生
活
を
送
っ
た
り
し
て
い
た
人
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

ガ
ー
ナ
人
と
の
結
婚
や
移
住
に
際
し
、
日
本
で
は
周
囲
と
異
な
る
行

動
を
と
る
と
「
変
わ
っ
た
人
」
と
い
わ
れ
て
、
排
他
的
に
ひ
と
括
り

に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
た
り
、
移
住
の
動

機
と
し
て
、
ガ
ー
ナ
人
の
夫
の
生
活
し
辛
さ
や
チ
ャ
ン
ス
の
な
さ
、

子
を
め
ぐ
る
偏
見
や
差
別
と
い
っ
た
日
本
社
会
の
あ
り
よ
う
を
あ
げ

た
人
も
多
か
っ
た
。

移
住
し
た
妻
た
ち
は
多
様
な
文
化
や
意
識
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

価
値
観
を
持
っ
て
い
た
り
、
異
国
で
生
き
残
る
高
い
能
力
や
術
を
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
、
自
ら
の
人
生
を
選
択
す
る
と
い
う
自
立
度
の
高

い
人
々
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
有
能
な
日
本
人
女

性
が
ガ
ー
ナ
へ
出
て
暮
ら
し
て
い
る
現
状
を
見
聞
き
し
て
い
る
と
、

本
来
、
こ
の
よ
う
な
女
性
が
生
き
や
す
い
社
会
、
よ
り
多
様
な
選
択

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
こ
そ
豊
か
な
社
会
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思

う
。ガ

ー
ナ
に
移
住
す
る
日
本
人
女
性
は
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
こ

と
さ
ら
取
り
上
げ
て
一
般
化
す
る
話
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
と
の
本
質
が
日
本
社
会
に
広
が
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る

と
す
る
な
ら
ば
、
彼
女
ら
の
存
在
や
選
択
、
生
き
方
を
通
じ
て
み
え

る
日
本
社
会
の
課
題
に
は
根
深
い
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ガ
ー
ナ
人
と
の
結
婚
と
移
住
を
経
験
し
た
日
本
人
妻

や
、
そ
の
子
ど
も
に
つ
い
て
ご
く
一
部
し
か
記
述
で
き
て
い
な
い
。

彼
女
ら
の
移
住
生
活
か
ら
は
、
日
本
社
会
を
み
る
上
で
示
唆
深
い
こ

と
が
多
々
あ
る
。
今
後
、
子
の
成
長
や
妻
の
高
齢
化
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
展
開
に
従
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
転
機
が
経
験
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
み
え
る
日
本
の
社
会
に
つ
い
て
も
調
査
を
重
ね
て
考
察
を

深
め
て
み
た
い
。
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、
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科
学
研
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助
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「
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日
ア
フ
リ
カ
人
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Ａ
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〇
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。
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